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１．はじめに 

東京都心部を環状運転している山手線の基地が東

京総合車両センターにあたる。山手線は、1925（大正

14）年に環状運転を開始し、1967（昭和 42）年 4 月 3

日に当時「東洋随一」の高架橋構造で2層に収容する

立体電車区である山手電車区が使用開始した。その

後、電車区は、隣接する大井工場と 2004（平成 16）年

6 月に統合し、現在の東京総合車両センターに改称さ

れた。 

高架橋は、当初 3 層電車区として設計されたが、当

面は、2層高架橋で完成している。構造は、3連続ラー

メン高架橋となっているが、敷地内で所定本数の車両

を留置させる必要から、3 連続ラーメンの境界部は隙

間を設けない背割柱となっている。（図－１） 

背割柱の耐震補強工事の施工に当り、境界部のコ

ンクリートを切断・撤去することにより、補強鋼板を挿入

するための隙間を設ける必要がある。切断・撤去には

様々な工法があるが、比較検討により車両の入替作

業への影響が無く、さらに、柱の帯筋や主筋を切断す

るリスクが少ないウォータージェット工法を採用すること

とした。本稿では、これらの検討結果と工事の概要に

ついて報告する。 

 
図－1    高架橋（背割れ）断面図    側面図    

施工フローは、下記のフローになる。 

 

 

２．施工方法の比較 

既存の施工方法について、品質、施工性、安全性、

経済性の比較検討を行った。 

(1)ワイヤーソーイング工法 

中間部に 20mm の目地材が入っており、鋼板巻きに

必要な開口幅 40mm を確保する必要がある。目地から

10mm 離した位置でコンクリートを切断しなくてはなら

ない。しかし、コンクリートの切断部が薄すぎて、目地

の方向に引っ張られワイヤーを破断する恐れがある。

また、調査では分からない奥の鉄筋を切断することも

考えられる。ワイヤーソーの設備も大掛かりなり、線路

を支障する。これらの理由により、本工法を採用する

のは、不可能と判断した。（写真－１） 

写真－1 ワイヤーソーイング     ウォールソー 

 

 

(2)ウォールソー工法 

背割り深さが 1100mm であり、1枚刃（円形刃）で切

断するのはφ2200以上の刃を使用することになる。ま

たは、裏表で切断することにより、施工能率が下がる。 

ウォールソーは、刃が円形のため上下に切断出来

ない箇所が残り、連続コア等による段取り替えをして

撤去する必要がある。 

既存鉄筋については、奥の見ない部分を切断して

しまう恐れもあり、設備も線路内作業となり基本的に不

可能と判断した。（写真－１） 

 

(3)連続コア削孔工法 

(1)、(2)のような大掛かりな設備ではなく、線路への

影響は少ないが経済性が劣る。また、コア切断の後、

仕上がり状態が波状になり、手ばつりを施すことにな

る。 

既存鉄筋については、(1)、(2)と同様に切断する恐

れがある。このため、本工法の採用は不可能と判断し

た。（写真－2）    

写真－2  コア削孔       ウォータージェット 

 

 

(4)ウォータージェット工法 

この工法は、(1)、(2)、(3)と違い、適正な圧力、流量

を設定することにより、鉄筋を傷めずコンクリート破砕
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物等を除去することが可能である。（写真－2） 

しかし、プラント設備が大掛かりになる他、騒音が大

きいことが難点である。振動は、非常に低く、環境問題

への対応は容易である。 

設備は大掛かりなるが、水量を場外プラントから圧

力で押すことが出来るため、線路内の設備は必要が

なくなり施工性も良い。（写真－2）    

以上の 4 工法を比較し他結果、(4)ウォータージェッ

ト工法を採用することとした。 

 

３．ウォータージェット工法について 

ウォータージェット工法とは、超高圧水発生装置で

加圧した水を小口径のノズルから噴出させるものであ

る。この水噴流が対象面に衝突した時に生ずる圧力

（衝撃圧）と力（衝突力）、更に水くさび作用により対象

のコンクリート面を破壊する。（図－2）（写真－3） 

 

図－2 ウォータージェット破壊メカニズム 

写真－3 ウォータージェット切断状況 

 

 

3－1 準備作業 

ウォータージェット作業を行う場合、大量のコンクリ

ート破砕物（濁水）が発生するため、床面を掘削し釜

場を設けた。また、ノズルから発射された水噴流が貫

通されると、外部に吹き出るのを防ぐため、裏当て鋼

板 1.6mm以上をアンカーで固定し養生を施した。作

業員は、完全防護で作業した。（写真－4）    

写真－4 ウォータージェット試験施工 

 

ウォータージェット工法によりコンクリートを破砕し切

り取るために必要な超高圧水圧能力は、240Mpa、35ℓ

/分である。濁水処理プラントは、10ｍ3/ｈ、25ppm以

下で柱周りの各釜場から水中ポンプにより循環し場外

プラントまで吸い上げ処理することとした。 

 

４．鋼板取付け（溶接継手） 

ウォータージェット工法でコンクリート構造物に隙間

を開けた後、線路閉鎖間合いでその隙間に重機でＣ

形の厚さ 9mm 鋼板を挿入し組立てた。挿入した C形

鋼板に平板を当てて塞ぎ溶接で固定した。（写真－5） 

写真－5 鋼板設置状況及び設置後 

 

 

５．まとめ 

線路内作業として考えられる工法を比較した上で、

ウォータージェット工法による背割り式高架橋の鋼板

巻き耐震補強工事を施工したが、結果は良好であっ

た。 

今回工法により、既存の鉄筋を一切切断することな

く、柱目地とコンクリートを除去することが出来た。線路

内作業として限られた時間内で、0.01ｍ3/柱のコンクリ

ート除去を、2.5 日/柱で完成することが出来た。 

今後、耐震補強工事などにおいて、既存の鉄筋を

傷つけずに施工するには、条件的に合えば非常に効

率的な施工法であることが確認できた。 

また、水圧を調整することで条件に合った撤去がで

き、見えない部分の鉄筋等を切断することなく、品質、

施工性、安全性も確保でき、東京圏の超稠密線区の

車両基地耐震化に貢献できたことを誇りに感じてい

る。 

ここに、JR東日本東京支社、本社構造技術センター

のご指導を頂いたことに感謝の意を表します。 

目地目地目地目地 20mm20mm20mm20mm    

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-690-

 

Ⅵ-345

 


